
　当館は昭和52年に開館して以来、約40年に渡
ってご高配を賜ってまいりましたが、建設予定の
対馬博物館（仮称）と当館との一体的整備のため、
一時休館いたします。
●一時休館の期間（予定）
　平成29年4月1日（土）～2ヶ年程度
●問い合わせ　長崎県立対馬歴史民俗資料館
　　　　　　　☎0920（52）3687

県立対馬歴史民俗資料館一時休館のお知らせ

お知らせ

『安心メール・キャッチくん』をご存知ですか？

●問い合わせ　対馬北警察署　☎0920（84）2110　　対馬南警察署　☎0920（52）0110

　県警では、子どもや女性等を犯罪から守る活動の一つとして、会員登録した県民の携帯電話にメー
ルで安全・安心情報を提供するシステム「安心メール・キャッチくん」を運用しています。

1　提供情報の種類
　　●痴漢や声掛け事案などの発生情報　　　　　　　●特殊詐欺の発生及び被害防止に関する情報　
　　●犯罪傾向を踏まえた自主防犯活動に役立つ情報　●行方不明者事案に関する情報
　　●重要又は特異な事案に関する情報　　　　　　　●交通死亡事故の発生などに関する情報

2　会員登録（解除）手続要領
　⑴空メールの送信
　　会員登録を希望される方は、携帯電話から「安心メール・キャッチくん」の
　メールアドレス「n110@123123.tv」へ空メールを送信してください。
　　右の二次元コードでも送信できます。
　　送信後、メール送信サービスに関する説明文が自動的に返信されます。
　⑵会員登録
　　返信された説明画面用の「URL」をクリックすると会員登録画面に移行しま
　すので、画面の案内に従って操作し登録して完了となります。

ハローワークと長崎県が再就職のお手伝い!!

●問い合わせ（予約先）
　〈労働局〉ハローワーク長崎西洋館センター
　　　　　　☎095（808）0251
　〈長崎県〉長崎県総合就業支援センター
　　　　　　☎095（842）5424

～ハローワーク in 上対馬～

厚生労働省長崎労働局・ハローワーク
長崎県・長崎県総合就業支援センター

　対馬市・九州内（寮完備・住込）の詳細な求人情
報があります。
　履歴書・応募書類の書き方、面接指導・訓練、就
職支援セミナー等、就職のための応援もしています。
　雇用保険受給中の方は、求職活動実績にカウント
できます。ぜひ、お気軽にご相談ください。

●と　き　4月11日（火）10：00～15：30
●ところ　上県行政サービスセンター
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じょうほうぼっくす

プレジャーボートの係留には許可が必要です！

●問い合わせ　対馬市　建設部　管理課　　　　　☎0920（53）6111
　　　　　　　　　　　農林水産部　基盤整備課

施設使用許可票

見 本見 本

【長崎県プレジャーボート関係ホームページ】
　長崎県港湾課
　http://www.doboku.pref.nagasaki.jp/~kouwan/2010_03/business02/pureja/top.htm

　長崎県漁港漁場課
　https://www.pref.nagasaki.jp/object/tetsuduki-shinsei/tetsuduki-shinseikankei/62401.html

施設使用許可票

kouwan/2010_03/business02/pureja/top.htm

https://www.pref.nagasaki.jp/object/tetsuduki-shinsei/tetsuduki-shinseikankei/62401.htmlhttps://www.pref.nagasaki.jp/object/tetsuduki-shinsei/tetsuduki-shinseikankei/62401.html

　長崎県が管理する港湾・漁港の係留施設にプレジャーボートを係留・
保管する場合は、許可が必要です。
　まだ手続きが済まれていない方は、対馬市役所へお問い合わせの上、
許可を受けてください。
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●第１次試験日　5月14日（日）
●第１次試験地　対馬市（対馬海上保安部）等
●第１次試験合格発表日　6月2日（金）
●第２次試験地　北九州市（第七管区海上保安部）等

各種お知らせやイベント・募集・試験などの情報をお届けします。
詳しい内容は、掲載されているお問い合わせ先へご連絡ください。

17 広報つしま

試験
海上保安学校学生（船舶運航システム課程）（平成29年10月入学）

●受験申込用紙配布期間　3月6日（月）～4月4日（火）
●受験申込受付期間
　①インターネット　3月31日（金）～4月7日（金）
　②郵送又は持参　　3月31日（金）～4月4日（火）
●申込手続
　①インターネット：人事院「インターネット申込専用アドレス」にアクセスして申し込んでください。
　②郵送又は持参：受験案内及び受験申込書を入手し、申し込んでください。
　　《受験案内等配布機関》人事院各事務局・各海上保安部（対馬海上保安部・比田勝海上保安署）等
　　《受験申込書受理機関》人事院各事務局・各海上保安部（対馬海上保安部）等
●受験資格
　①平成29年4月1日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して
　　6年を経過していない者及び平成29年9月までに高等学校又は中等教育学校を卒業する
　　見込みの者。
　②人事院が①に掲げる者と同等の資格があると認める者。
　※採用予定数などの詳細は、人事院ホームページ等に掲載されます（平成29年度の採用予定者数は、約310名）。
●問い合わせ（申込先）
　対馬海上保安部　管理課（〒817-0016　対馬市厳原町東里341-42　☎0920（52）0640）
　HPアドレス　対馬海上保安部　http://www.kaiho.mlit.go.jp/07kanku/tsushima/

海上保安庁　http://www.kaiho.mlit.go.jp/
　HPアドレス　人事院　http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

つしま図書館情報 つしま図書館　☎0920（52）3900

児
童
書

今月のおすすめ新着本

　夜になると、僕は化け物
になる。ある日、化け物に
なった僕は、忘れ物をとり
に夜の学校へと忍びこん
だ。だけどそこには、クラ
スメイトの少女がいて…。

住野 よる/著 夢枕 獏/著

よるのばけもの 決定版はじめてのふろしき平成釣客伝

　ロシア・カナダ・アマ
ゾン・そして日本津々
浦々。釣り人の夢とリア
ルがぎっしり詰まった、
釣り歴半世紀余りの夢
枕獏の釣り紀行。

　応急処置や荷物運び
など、実は優秀な防災
グッズのふろしき。防災
用途以外にも、生活に
役立つふろしきの使用
法がつまった1冊です。

久保村 正髙/監修

はまの ゆか/絵

小学校の生活

一
般
書

　「小学校って、どんなと
ころ?」「小学校では、何
をするの?」新しく小学
生になる子どもの、疑問
と不安、ワクワクに答え
る生活絵本。

中川 ひろたか/作　市原 淳/絵

バスのうんてんしゅのエレフさん

　バスの運転手、ゾウの
エレフさんが主人公。今
日も町のみんなをバス
停からバス停へ運んでい
きます。今日も無事に降
ろしたと思ったら…？

平田 昌広/作　黒須 高嶺/絵

ふたりのカミサウルス

　話をしたこともなかった
コウダイとヒロトは、おり紙
の恐竜“カミサウルス”をきっ
かけに急接近。みんなにも
ヒロトのよさを知ってほしい
と思うコウダイですが…?

日 月 火 水 木 金 土
4月の休館日 休館日

4
11
18
25

5
12
19
26

　
6
13
20
27
　

　
7
14
21
28
　

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

●転勤・引っ越しの季節になりました
　対馬を離れられる方で、まだ本の返却がお済でない場合は、お早目に
　ご返却ください。
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問い合わせ：博物館建設推進室　☎ ０９２０（５３）６１１１　メールアドレス mｕsｅｕm＠ｃｉｔｙ-ｔｓｕｓｈｉｍａ.ｊｐ

第１４号
平成２９年３月吉日

花粉が辛い人も？

寒さが和らいで外出

が楽しい季節ですね

対馬の「すごさ」みなさんに伝えます！
　
朝
目
が
覚
め
た
と
き
、
夜
目
を
閉

じ
た
と
き
、
「
対
馬
の
仏
像
を
守
る

た
め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
」

と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
き
っ

と
そ
れ
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
あ

の
事
件
を
「
自
分
の
こ
と
」
と
捉
え

る
よ
う
に
な
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る

こ
と
な
ん
だ
ろ
う
と
、
僕
は
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
一
月

二
十
九
日
と
二
月
五
日
に
豊
玉
と
上

対
馬
で
対
馬
の
仏
像
に
つ
い
て
考
え

る
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
思

い
が
博
物
館
事
業
を
通
じ
て
、
十
年
、

二
十
年
後
に
も
っ
と
広
ま
り
、
「
お

れ
ら
が
仏
像
を
守
り
伝
え
る
ん
じ
ゃ

〜
」
と
声
を
あ
げ
る
市
民
の
方
々
を

目
に
し
た
ら
、
僕
は
幸
せ
す
ぎ
て
卒

倒
し
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
何
遍
も
言
い
ま
す
が
、
対
馬
の
歴

史
・
文
化
財
は
本
当
に
す
ご
い
ん
で

す
。
こ
れ
は
決
し
て
す
ご
い
ん
だ
詐

欺
で
は
な
い
の
で
す
。
と
い
う
わ
け

で
、
三
月
十
九
日
（
峰
地
区
公
民
館
）

と
二
十
日
（
交
流
セ
ン
タ
ー
）
に
片

山
ま
び
氏
（
東
京
藝
術
大
学
准
教
授
）

を
お
招
き
し
、「
第
４
回
　
対
馬
の
文

化
財
っ
て
こ
ん
な
に
す
ご
い
ん
だ
！

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
陶
磁
器
か
ら
み
る
対
馬
と
ア

ジ
ア
の
交
流
」
で
す
。
講
演
の
詳
細

は
、
市
内
に
掲
示
し
て
い
る
チ
ラ
シ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
、
こ
の

対
馬
の
「
す
ご
さ
」
を
講
演
会
場
で

感
じ
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
（
大
澤
）

　
博
物
館
計
画
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
説
明
会
を
こ
れ
ま
で
四
回
行
い
ま

し
た
。
五
月
に
第
一
回
目
を
行
っ
て
以
来
、
数
多

く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

最
後
の
説
明
会
を
三
月
十
八
日
に
行
い
ま
す
。
ま

た
、
ご
意
見
・
ご
質
問
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
髙
田
）

思わず口づけたくなる中国の青磁碗

つしま図書館情報


